
e-Japan 重点計画－2003（案）について 
 

 
＜主な具体的施策＞ 
１．世界最高水準の高度情報通信ネットワークの形成 
○高速・超高速インターネット利用環境の整備 〔2005 年まで〕 
○世界最先端の無線ネットワーク利用環境の整備 
 〔2008 年まで〕 
２．人材の育成並びに教育及び学習の振興 
○IT スキル標準を基盤とした教育訓練モデルの開発・実証     
 〔2005 年度まで〕 
○障害者・高齢者の IT 活用サポート 〔2005 年度まで〕 
３．電子商取引等の促進 
○IT の積極的な利用を阻害する制度の見直しのためのアクシ 
ョン・プランの作成〔2003 年度中〕 
○オープンソースソフトウェア市場の拡大のためのガイドラインの 
策定 〔2003 年度中〕 
４．行政の情報化及び公共分野における情報通信技術の活用の 
推進 
○電子政府構築計画に基づく施策の推進〔2005 年度まで〕 
○各防災機関や国民が防災情報を共有できるシステムの整備 
〔2003 年度まで〕 

５．高度情報通信ネットワークの安全性及び信頼性の確保 
○電子政府の情報セキュリティ確保のための体制整備の推進 
〔2004 年度まで〕 
○広報啓発活動による情報セキュリティ意識の向上 
〔2004 年度まで〕 

 

 

＜主な具体的施策＞ 

１．研究開発の推進 

○超高速無線ＬＡＮの研究開発 〔2010 年度まで〕 

○光ネットワーク技術の開発の推進 〔2010 年頃まで〕 

○次世代の基盤的なソフトウェア技術開発の強化 

〔2006 年度まで〕 

○電子タグに関連した研究開発及び開発実証 

〔2006 年度まで〕 

２．IT を軸とした新たな国際関係の展開 

○アジアIT イニシアティブの推進 

○アジア・ブロードバンド計画の着実な推進 

○IT 関連技術の国際交流・国際標準化活動の推進 

３．デジタル・ディバイドの是正 

○地理的情報格差の是正 

○障害者、高齢者、子どもへの配慮 

４．社会経済構造変化に伴う新たな課題への対応 

○雇用問題への対応 

○青少年への健全育成 

５．国民への理解を深める措置 

○重点的な政府広報・民間の行動の積極的な呼びかけ 

 
＜主な具体的施策＞ 
１．医療 
○保健医療分野における認証基盤の開発・整備及び電子カルテ
のネットワーク転送等の容認 〔2005 年まで〕 
○電子カルテの普及促進・高度化 〔2006 年度まで〕 
○医療機関の機能評価及び医療情報のデータベース化  
〔2003 年度以降引き続き〕 
○レセプト電算化の普及促進及びオンライン請求の開始 
〔2004 年度〕 
○オーダリングシステム（検査・処方等に係る情報伝達システム）
の導入 〔2003 年〕 
○診療ガイドライン等のデータベース化 〔2003 年度〕 
○遠隔医療のシステム整備支援 〔2005 年度まで〕 
 
２．食 
○国産牛の精肉の生産履歴情報をインターネットで確認できる体
制の整備 〔2005 年まで〕 
○牛肉以外の食品について、その特性に応じたシステム開発に
向けた実証試験 〔2005 年度まで〕 
○日本発の安全な食品流通の仕組みが、輸入食品においても普
及するよう情報提供 〔2005 年度まで〕 
○生鮮食品流通におけるEDI システムの確立 
○栽培技術・気象・市況等の情報のデジタルコンテンツ化、遠隔
監視システム等の整備 〔2004 年度まで〕 
○農業者等の IT 活用能力の向上支援 〔2004 年度まで〕 
 
３．生活   ４．中小企業金融   ５．知   
６．就労・労働   ７．行政サービス 
 

先導的取り組み７分野 （９７施策） 

重点政策５分野 （２０９施策） 横断的課題 （５９施策） 

資料５ 

 

民間有識者等による評価委員会の設置、重複投資の回避、事後評価（評価結果の公表） 

ＩＴ戦略本部の主導体制の確立 

新新    重重    点点    計計    画画  
（（ee--JJaappaann重重点点計計画画－－２２００００３３））  

「e-Japan戦略Ⅱ」に従い、政府が迅速かつ重点的に実施すべき具体的施策を記述 （３６５施策）
具体的施策には原則として担当府省、実施年限を明記 

２００５年に世界最先端のＩＴ国家となるとともに、２００６年以降も最先端であり続けることを目指す 

８２施策 


